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こんな方にお薦めします！
▶ 患者さんを診たあとも書類仕事が
終わらなくて困る

▶ 説明したつもりなのに患者さんに
うまく伝わっていない

▶ 学会発表の準備がいつも勤務後に
回ってしまう

▶ 情報が増える一方で必要なときに
見つからない

▶ 人手不足で勤務表作成や病床調整
まで手が回らない

ここがわからない方は必読！！
▶ AIが便利とは聞くけれど自分の仕事のどこに使えるの？
▶ ChatGPTなど種類が多すぎる。どれを選べばいいの？
▶ AIにどう頼めば欲しい答えが返ってくるの？
▶ 患者さんの情報や院内の資料はAIに入力してもいいの？
▶ AIで作った文章や画像は説明資料や学会発表に使っていいの？
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　「生成 AI を使っていますか？」と聞かれて，「ChatGPT を数回触ったこと
があります」と答える医師や医療関係者が増えました．では「何に使ってい
ますか？」と聞かれたらどうでしょう．
　AI に質問すれば，数秒で色々なことを教えてくれる．文章案の作成や要約
もやってくれる．でも，情報の正確さには不安が残る… ．そのように感じて
いる方は少なくないでしょう．さらに「患者さんの個人情報はどこまで入力
してよいのか」，「病院として導入するなら何に注意すべきか」と聞かれると，
答えに詰まります．診療報酬改定などで，今後は AI が医療にも導入される
と聞くけれど，いったい何が変わるんだろう？

　本書は AI の活用法を紹介するだけの本ではありません．医療現場で働く
医師や看護師，臨床検査技師，臨床工学技士，診療放射線技師，薬剤師，管
理栄養士，さらには病院事務職をはじめとしたすべての医療関係者が，AI の
特性を理解し，必要以上に抵抗感を持たず，かといって過信もせず，自分の
仕事のどこでどう使うかを判断できるようになることを目的としています．
　本書の前半では，生成 AI の基本知識と主要なサービス，医師・医療関係
者とのかかわり，医療現場での具体的な活用事例，学会発表や論文作成など
の研究利用について述べています．後半では，生成 AI を上手に活用するた

●　はじめに　●
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はじめに　

めの “ コツ ”，ハルシネーションや AI 依存，個人情報保護法や著作権法など
による制約など，医療で AI を使う際に避けて通れない “ 落とし穴 ”，そして
実際に院内へ導入する際の問題点や運用のガイドラインまでを，できるだけ
体系的に理解できるように解説しました．

　インターネットや SNS から得られる AI の情報は，断片的になりがちで，
偏った理解・偏った見方につながる可能性があります．また，AI は IT 領域
から生まれた技術であるため，「広く公開された情報」を前提としていて，医
療が扱う「守秘性の高い情報」は，そもそも設計の主眼に入っていないのです．
そのために，医療における AI の利用には「慎重さ」が求められます．今後
AI の提供するサービスが変わっていっても，本書で示した基本的な考え方は，
変わらず通用するものと思います．
　あなたがこの本を読み終えたとき，冒頭の「生成 AI を何に使っています
か？」という質問に，以前より少し落ち着いて，ご自身なりの答えを返せる
ようになっていただければ幸いです．

　最後になりましたが，「第１章 ５．診療報酬改定への影響」と「第６章 ２．
AI 共生型経営モデルの構築」は，私の勤める病院の事務長であるＳ（Yusuke）
氏に，経営側の視点でご執筆いただきました．病院やクリニックの経営者が
AI の導入を考えるうえでたいへん有意義な内容になっており，本書の価値を
より高めていただけたことを，この場を借りて厚く御礼申し上げます．

　2026 年　9 月
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主要な生成AI の特徴� ― 汎用 AI と医療 AI

1 	 汎用 AI 

ChatGPT：総合力が高くスタンダードなAI

https://chatgpt.com/

● ChatGPT は OpenAI 社の AI で，文章作成，要約，翻訳，アイデア出
し，プログラミング，画像の生成，読み取りなど，幅広い用途に使える
総合型の生成 AI です．現在の ChatGPT は単なるチャット相手ではな
く，複雑な作業を一緒に進めるための知的補助ツールになっています．

● 特にその長所は，考えを整理しながら文章化する力です．漠然としたメ
モを，記事，説明文，講演原稿，メール，企画書などに整える用途に向
いています．また，医療者にとっては，患者説明文，院内文書，研修資
料，学会発表の構成案などを作る際にも使いやすいです．

● 自分のアイデアを重視し，自由に AI を使用したい層に向いています．

Gemini：Google サービスとの連携が強いAI

https://gemini.google.com/app

● Gemini は Google の生成 AI です．文章作成，計画，アイデア出しに加
え，Google 検索，Gmail，Google Drive，Google Chat などとの連携が
強みです．Google は，高度な調査機能である Gemini Deep Research
について，ウェブ上の多数のサイトに加え，Gmail，Google Drive，
Google Chat の情報も参照して回答を作成できるとしています．

● Gemini の長所は，調べものと Google 環境との相性のよさです．例えば
Google Workspace を使っている組織では，メール，文書，予定，検索
情報をまたいで情報を整理しやすく，またそれをクイズ，Web ページ，
インフォグラフィックのような形に展開することもできます．

● 医療機関で使う場合には，Google Workspace 内の資料整理，会議資料

主要な生成 AI の特徴 主要な生成 AI の特徴 ― 汎用 AI と医療 AI― 汎用 AI と医療 AI3



第 1 章　生成AI と医師・医療関係者とのかかわり

32

たとえば，こんな笑えないやりとりが増えてくるかもしれません．

医師：この異常は…．というものであり，治療はいくつか選択肢があっ
て，あなたの場合は○○が大変高値であり，ガイドラインの基準として
は薬が必要なレベルです．飲んだ場合の利点は… で，不利益は…，飲
まなかった場合の利点は…，不利益は…です．
患者：私は，薬は飲まないことに決めています．
医師：それはどうして？
患者：AI に聞いてきました．その結果，私はいらないと思います．
医師：…
患者：先生の説明はわかりにくく，ちっとも寄り添ってくれていませ
ん！　もっと患者に寄り添うべきです，AI でも，もっと寄り添ってく
れます！
医師：…

さあ，あなたなら，会話中の…をどう答えますか？
AI の答えは瞬間的であり，しかもわかりやすい寄り添いがついてい

ます．医師の答えは，上記のように，ああでもない，こうでもないとい
わんばかりの口調になることが多いです．

治療はいくつか
選択肢があり、
あなたの場合、
ガイドラインの
基準では、薬が
必要なレベルです。

事前にAI で
調べてきましたが、
私は薬は要らないと
思います。
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58

学会発表スライドの準備

● これまで学会発表のスライド準備は大変でした．内容，デザイン，レイ
アウト，英語化，読み原稿も考える必要がありました．よくスライドを
AI で一気に作るといいますが，できるのでしょうか？

● 医学データは症例背景，対象，検査法，統計，画像，結論が毎回違うた
め，AI に丸投げするのは効率が悪いと思われます．

1 	 発表全体の構成整理

● タイトル，目的，対象，方法，結果，考察，結論の流れを作る．
● 特に有用なのは，発表者の中では自然につながっている話が，聴衆には

飛躍しすぎていないか？　のチェックです．
● AI には，たとえば，
「なぜこの解析をしたのか」
「なぜこの指標を選んだのか」
「この結果からなぜその結論になるのか」
という橋渡しをチェックさせると，発表の通りやすさが上がります．

2 	 スライドごとのメッセージ化

● 医学スライドでは，表や画像を貼るだけになりがちです．そこで AI に，
「このスライドの一番言いたいことを 1 行で書いて」
「この表から読み取れるポイントを 3 つに絞って」
などと依頼します．

● AI は，俯瞰的なメッセージを作成するのが得意です．

3 	 背景スライドの作成補助

● 背景は一般論のため，AI は背景スライドの作成が比較的得意です．
● たとえば，
「この疾患の臨床的問題点を，専門外の医師にもわかるように，スライ

ド 3 枚で説明して」
「この検査法の意義を，学会発表の冒頭用に整理して」

学会発表スライドの準備学会発表スライドの準備1
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 生成AI には，向いていることと	
向いていないことがある

● 生成 AI は，依頼すれば何でもしてくれますが，向いていることと向い
ていないことがあり，向いていることを依頼すれば時短や労力の節約に
なる一方で，向いていないことをさせると，余計に手間が増えます．

● 生成 AI は「言葉を扱う作業を速くしてくれる」と考えると，わかりや
すいです．文章を読み，要約し，言い換え，構成を整え，案を出すこと
は得意です．しかし，事実を保証すること，責任を負うこと，現場の文
脈を完全に理解することは苦手です．生成 AI の特性に合わせて，使用
する用途を考える必要があります．

一般的な場面で向いていること
● 代表的な 5 つを上げてみます．

①文章作成の下書き：メール，案内文，議事録，報告書，企画書など，
ゼロから書き始めると時間がかかるものを短時間で形にしてくれま
す．そのまま完成品として出すのではなく，人間が直す前提で，たた
き台を作る道具として使うと効果が大きいです．白紙を前に悩む時間
を減らせることこそ，生成 AI の最大の価値です．

②文章の要約や整理：長い文章，会議メモ，規程，論文，ニュース，講
演録などを，短くまとめたり，箇条書きにしたり，論点ごとに分類し
たりしてくれます．人間は読むだけで疲れますが，生成 AI は大量の
文章から見出しを作り，構造を見せることが得意です．

「要点は何か」「賛成意見と反対意見は何か」「初心者向けに説明する
とどうなるか」といった聞き方をすると，その回答は，実務で非常に
役に立ちます．

③発想の補助：タイトル案，見出し案，説明の順番，比喩，反論，想定
質問，チェックリストなどを出させると，思いつかなかった案が出て
きます．生成 AI は「独創的な天才」というより，「大量の普通の案
を一瞬で出してくる相手」です．そこからうまく選択するのは人間の
仕事となります．

生成 AI には，向いていることと 生成 AI には，向いていることと 
向いていないことがある向いていないことがある
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ハルシネーションとAI 依存の危険性

● 医師は平素から，発言や診療録の記録に責任が伴うことを自覚していま
す．そのため，一語一句慎重である医師が少なくありません．わかって
いることとわからないこと，事実と憶測を，厳密に区別すべきと考えま
す．これらが区別できないことは，信用問題なのです．

● ですから，自信満々な AI のつく「もっともらしい嘘＝ハルシネーショ
ン」については，見逃せないと感じる方も少なくないでしょう．それは
医療が，「患者の命に責任を負う」という点で，厳しさを要求される分
野の一つであることから，当然のことだと理解されます．

● 一方，その点には寛容で，「あとで訂正すればよい」という分野もあり
ます．しかし医師にとっては，AI の回答はハルシネーションである可
能性があり，どのように扱うべきかの検証が必要となります．

1 	 ハルシネーション

● 最近の AI は，まるで人間のように自然な文章を作ります．しかし，と
きどき，もっともらしいけれど間違っている内容を，自信満々に答える
ことがあります．これをハルシネーション（hallucination：幻覚）と呼
びます．

● 実は，AI はわざと嘘をついているわけではありませ．AI は，質問に対
して正解を探しているのではなく，それっぽい答えを作る仕組みで動い
ています．すなわち，文章として自然で，過去のデータと矛盾しない内
容を組み立てているだけなのです．

● ハルシネーションには，以下のようなものがあります．
①完全な捏造：存在しない論文や架空のデータ，存在しないガイドライ

ンを引用する
②誤帰属：正しい知識を誤った出典に結びつける，A 氏の研究結果を B

氏の論文として提示する
③歪曲：本来グレーな判断を白または黒として断言する，条件付きの結

論を一般化する，相対的評価を絶対化する
● AI の回答は，表面上は正しいために，誤りを見抜きにくいものです．

ハルシネーションとAI 依存の危険性ハルシネーションとAI 依存の危険性2
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 AI の院内導入で現場の意見が分かれる理由�	
― 現場で働く医療従事者としての視点

● 院内への AI 導入を議論する会議で，なぜか話が噛み合わないことがあ
ります．片方は「使えば早い，もう常識でしょう」と言い，もう片方は

「それ，本当に大丈夫ですか」と懐疑的になります．この食い違いは，
しばしば「世代の差」や「IT リテラシーの差」として片づけられます．

● しかし，現場を丁寧に見ていくと，そうではありません．推進する人も
慎重になる人も，それぞれの前提の中では，きわめて合理的に振る舞っ
ているのです．噛み合わないのは，どちらかが間違っているからではな
く，そもそも双方が評価している「ものさし」が違うからです．

● 立場が違えば背負う責任が違い，責任が違えば，何を最適化すべきかが
変わります．同じ AI を見ても結論が変わるのは，個人の能力の問題で
はなく組織の構造の問題なのです．

繰り返し作業か，臨機応変か
● 同じ医療機関の中でも，一見すると同じように見えますが，比較的繰り

返しに似た作業を間違えずにきっちり行う部門と，例外だらけで，臨機
応変に考えないといけない部門とがあります．

● 前者は総務・会計などの事務部門，後者は医師や看護師などです．この
違いだけで AI に求めるものが異なります．

● そのため，「創造的でありながら，責任は取らない」AI というものは，
後者にとってはあまりに無責任であり，信頼がおけないと感じられる一
方，前者にとっては，何といいアイデアなのかと感じられるわけです．

その主張の根拠は誰のものかー責任の帰属の問題
● AI が出した答えを根拠に何かを主張したとき，それが間違っていた

ら，責任は誰が取るのでしょうか．
● 推進派は，AI を「作業を速くする道具」として見ています．だから評

価の軸は「アウトプットの質」です．答えが妥当かどうか，それだけを

AI の院内導入で現場の意見が分かれる理由 AI の院内導入で現場の意見が分かれる理由 
― 現場で働く医療従事者としての視点― 現場で働く医療従事者としての視点
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